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１【提出理由】

 連結会社の財政状態・経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しましたので、金

融商品取引法第24条の5第4項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第2項第19号の規定に基づき提出するもの

であります。

 

２【報告内容】

（１）当該事象の発生年月日

     平成26年1月27日

 

（２）当該事象の内容

 当社の連結子会社である㈱リチウムエナジー ジャパンは、主要得意先である三菱自動車工業㈱が同社製品に搭

載されている車載用リチウムイオン電池の不具合に関するリコールの届出を行ったことを受け、サプライヤーとし

ての対応に関連し、平成26年3月期第1四半期において当該リコール関連損失をその時点で入手可能な情報に基づき

合理的に見積もり、30億円の特別損失を計上いたしました。その後、三菱自動車工業㈱と協議を重ねた結果、㈱リ

チウムエナジー ジャパンの負担額の確定及びその他追加費用等の計上により、新たに特別損失を計上する見込で

す。

 

（３）当該事象の連結損益に与える影響額

 平成26年3月期第1四半期において計上した30億円に加え、新たに37億円程度（累計では67億円程度）の

特別損失を計上する見込です。

 なお、同社に対する当社持分比率は51％であり、連結当期純利益への影響もこの比率に応じたものとなります。

 

以　上
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